
  

 

 

 

 

 

 

 チタニウムのＯＤＦ解析におけるｄｅｆｃｏｕｓ依存性を完全極点図との相関で評価 
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概要 

 ＸＲＤ極点測定では測定系の光学補正にｒａｎｄｏｍ試料を用いて補正が行われる。 

   ｒａｎｄｏｍ試料が得られない場合、計算による補正が行われる。 

   本資料では、チタニウムの完全極点図（ＯＤＦ解析後の完全極点図）から反射極点図を切り出し 

   逆ｄｅｆｏｃｕｓ極点図を作成し、各々のＯＤＦ解析と完全極点図を比較する。 

   更に、計算ｄｅｆｏｕｓ補正も比較する。 

   相関：https://helpertex.sakura.ne.jp/Soft/CompareODF/CompareODF.pdf 

 

完全極点図 

 

 

反射極点図 

 

 

逆ｄｅｆｏｃｕｓ極点図 

 

 

 

 

 

 

https://helpertex.sakura.ne.jp/Soft/CompareODF/CompareODF.pdf


反射極点図解析 

  

  

完全極点図ＯＤＦと反射極点図から計算したＯＤＦの相関 

 

 相関が１．０ではない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



逆ｄｅｆｏｃｕｓ 

 ｄｅｆｏｃｕｓを持った極点図からＯＤＦ解析 

 

 

完全極点図ＯＤＦと逆ｄｅｆｏｃｕｓ極点図から計算したＯＤＦの相関 

 

 

 

 

 

 

 



ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦにて計算ｄｅｆｏｃｕｓによる補正 

 補正曲線を用いて、ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２によるｄｅｆｏｕｓ補正を行う。 

  

  

完全極点図ＯＤＦとＶａｌｕｅＯＤＦＶＦで作成したｄｅｆｏｃｕｓで補正極点図から計算したＯＤＦの相関 

 

 まとめ 

 完全極点図に対する相関係数 

  

 Random試料が用意できない場合、ValueODFVFにて defocus曲線作成で改善される。 

 参照 https://helpertex.sakura.ne.jp/Soft/DOC2/ValueODFVF-redefocusValue-3pole-5182H18.pdf 

https://helpertex.sakura.ne.jp/Soft/DOC2/ValueODFVF-redefocusValue-3pole-5182H18.pdf

